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南アフリカ天文台サザーランド観測所
- 南アフリカ共和国北ケープ州

ケープタウンから約370 km 
 - 車で5時間弱 
 - 週一の定期シャトルバスを利用  
　　or レンタカーで移動

サザーランド観測所

ケープタウン



南アフリカ天文台サザーランド観測所

©SAAO

IRSF

SALT10m 経度 +20° 48’ 38’’ 
緯度 -32° 22’ 48 
標高 1761m

晴天率　約50%
晴れの週と駄目な週が半々



IRSF1.4m 望遠鏡

観測装置
近赤外線3バンド同時撮像カメラSIRIUS
・視野　~7.7分角 
・0.453′′ / pix 
・直線・円偏光観測ユニットSIRPOL 
・NDフィルター 
・狭帯域フィルター

観測条件
・Seeing ~1 arcsec 
・限界等級　J = 19.2 等、H = 18.6 等、Ks = 17.3 等（900s exp）

2000年11月にファーストライト

開所式

投稿論文数　206本

=> 昨年12月に 
　　20周年記念研究会を開催



狭帯域フィルター

・豊富な種類のフィルター

・OISTER観測でも使用可能。 
　ただし、現地観測者が挿入可能な場合に限る

・フィルターの詳細は、以下のWebページで閲覧可

http://www-ir.u.phys.nagoya-u.ac.jp/~irsf/
sirius/IRSF_NB_filters_120201.pdf



2022年度の運用状況
定常運用停止中

SIRIUSの冷凍機：2020年3月に停止。真空引きも停止。→ 2022年8月に復旧

コロナ流行のため、2020年3月末より南アがロックダウン。 
南アフリカ天文台もシャットダウン。

2022年度のOISTER関連観測実施状況　なし

リモート観測の現状
日本からのリモート観測は未対応 
ケープタウン-サザーランド観測所間でのリモート観測はテスト済み



観測再開に向けて
2022年7月-8月 
　望遠鏡の復旧作業 + 望遠鏡制御装置の入れ替え作業 を実施 
　　→ 2020年3月以降2年半ぶりに、日本人が渡航 3color image

Ks H J
無事復旧！

渡航費の援助ありがとうございました



望遠鏡
望遠鏡の制御システムを新しいものに入れ替えた 
- 望遠鏡の立ち上げや終了方法は大きく変わらず



望遠鏡
望遠鏡が速く動くようになった 
　- 以前の回転速度は1°/sec だったが、4°/sec となった 
　- ただし、ドームの回転速度は変わらないため、観測効率は変わらず 
　- 近い将来、ドームも速く動くようにし、観測効率を上げたい

ポインティング精度の調整を行なった 
　- ~10’’のポインティング精度から、~5.5’’に改善された 
　　（参考：IRSF開所当初の精度は ~3’’） 
　- 次回、時間があるときにもう少し改善させたい



望遠鏡

観測中、ヘリウムホースが絡まり、 
ホースに変な力が加わる危険性が 
極めて軽減された

ヘリウムホースが絡まるのを 
防ぐために、２つの支柱を取り付けた



リモート観測に向けて
- ケープタウンからのリモート観測のテストは、既に実施済 
- 日本からのリモート観測は未実装

日本からのリモート観測に向けて、ヘリウムホースを監視するウェブカメラを導入

YouTube liveを通して常時監視中



リモート観測に向けて
ヘリウムホースが絡まないように支柱を取り付けた

→ この2月、SAAOと協議した。 
　　今後、柵を改良する。

2023年度中には、 
日本からのリモート観測をスタートさせたい

落下防止柵

検出器

問題点： 
　- 望遠鏡の東側に、落下防止用の柵が設置されている 
　- 望遠鏡を西の低高度に向けたとき、 
　　ヘリウムホースと柵が干渉する ホース



観測再開に向けて
2023年2月 
　楠根、永山さんがサザーランド観測所に滞在

・昨年8月に出来なかった読み出し回路の調整 
・昨年8月以降不調だったSIRPOLの調整・試験観測 
・停電時のIRSF内のネットワークが遮断される問題の解決（UPSの設置） 
・ヘリウムホースが落下防止柵と干渉する問題についてSAAOスタッフと協議



観測実施までの流れ
観測提案募集　年３回（1-4月期、5-8月期、9-12月期）：近々再開予定
・IRSFコミュニティに対して募集 
・観測提案を出したい方は、楠根 or 永山さんまでご連絡を 
・現地渡航観測者を優先 
・依頼観測も可（ただし、broad band） 
・日本時間：南アフリカ時間 = 7:3 ぐらい 
・観測時間に空きがある場合は、随時観測提案を受け付け

OISTERの観測提案
・現地観測者に観測を依頼（基本的に日本観測時間） 
・取得データを日本へ転送、楠根が一時処理を行いPIへ渡す



まとめ
・IRSF1.4m望遠鏡・SIRIUSは、JHKs3バンド同時撮像可能な撮像装置
・多彩な観測モード（狭帯域フィルター・NDフィルター）があり、 
　大学間連携の観測にも使用可

・長らく運用停止していたが、2022年7-8月に望遠鏡の復旧作業を行った。
・同時に望遠鏡制御装置の入れ替え作業を行った

・日本からのリモート観測に向けて準備 → 2023年度中に実装したい

・定常的な観測は来年度早期に開始


